
図書館だより 市政の窓

文芸コーナー
日
課
な
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
に
揺
ら
れ
つ
つ
四
季
の
移
ろ
い
庭
を
眺
む
る

 

椿　
　
　
　
　

日
色　

和
江

孫
の
髪
運
動
会
の
近
付
く
に
短
く
切
り
て
少
年
ら
し
く
す

 

西
小
笹　
　
　

伊
藤　

英
子

檀
林
の
木
々
の
間
を
吹
き
抜
け
る
こ
こ
ち
よ
き
風
、
生
気
増
す
な
り

 

堀　

川　
　
　

山
本　

伸
子

子
の
駅
へ
何
度
も
聞
き
て
到
着
す
あ
し
た
は
孫
の
運
動
会
に
て

 

安
久
山　
　
　

木
下　

昌
子

六
月
の
雨
を
あ
つ
め
て
利
根
川
は
太
平
洋
を
ぐ
ん
ぐ
ん
と
押
す

 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

昭
雄

一
日
に
一
度
の
電
話
、
遠
く
住
む
子
よ
り
一
人
の
わ
れ
を
案
じ
て

 

荻　

野　
　
　

川
口　

登
喜

思
い
出
は
選
ぶ
こ
と
な
く
今
日
も
出
づ
許
し
も
せ
ぬ
に
時
は
過
ぎ
ゆ
く

 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

柔
ら
な
る
茎
を
伸
ば
し
て
春
風
に
揺
れ
つ
つ
畦
に
は
る
じ
お
ん
咲
く

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

熊
本
の
余
震
の
き
び
し
僅
な
れ
ど
義
捐
金
に
老
い
の
心
通
は
す

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

桜
の
下
友
と
拡
げ
る
弁
当
に
花
び
ら
散
り
て
彩
り
添
へ
ぬ

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

明
日
も
ま
た
数
多
咲
き
ま
せ
夕
庭
に
ガ
ザ
ニ
ア
の
早
や
眠
り
そ
め
た
り

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

残
照
の
離
れ
て
ゆ
け
り
蝸
牛 

八
日
市
場
ハ　

大
川　

宜
子

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…７日（木）・19日（火）・毎週月曜日

　もうすぐ夏休みですね。図書館では、

課題図書や工作の本、イベントを用意し

て、皆さんのご来館をお待ちしています。

★課題図書の貸し出し

　第62回青少年読書感想文全国コンクー

ルの課題図書は、八日市場図書館とのさ

か図書館で、各１冊ずつ所蔵しています。

　貸し出しは、１人の子どもに付き１冊、

期間は１週間です。予約の受け付けは窓

口のみで、取り置きは２日間です。早め

に利用してください。

★夏休みイベント

【読書感想文書き方講座】小学生を対象

に、宿題の感想文の書き方を学びます。

【図書館たんけん】図書館員の仕事を体

験したり、しおりを作ったりします。夏

休みの思い出をつくりましょう。

※イベントの詳細は、図書館ホームペー

ジまたは館内ポスター・チラシをご覧く

ださい。

今月のイベント
★おはなし会

日時…毎週土曜日　14時から約30分間

場所…八日市場図書館

問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

№67

世
界
に
羽
ば
た
け
! !
匝
瑳

使
用
し
た
料
理
を
振
る
舞
う
と

い
う
。
近
年
、
日
本
食
は
世
界

で
注
目
を
集
め
、特
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
関
心
は
大
変
大
き
な
も

の
が
あ
り
、〝
食
の
イ
タ
リ
ア
〞

を
突
破
口
と
し
て
「
匝
瑳
の
舞
」

を
世
界
進
出
の
足
固
め
に
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
匝
瑳
市
植
木
組
合

で
は
７
人
の
組
合
員
が
、
ト
ル
コ

共
和
国
で
開
催
さ
れ
る
国
際
園

芸
博
覧
会
に
匝
瑳
市
産
の
イ
ヌ

マ
キ
６
本
と
外
国
人
向
け
植
木

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
携
え
、
日
本
の

文
化
を
発
信
し
、
さ
ら
な
る
植

木
の
輸
出
拡
大
と
知
名
度
向
上

を
図
る
た
め
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
正
月
に
成
田
空
港
で
行
っ

た
植
木
見
本
園
の
展
示
に
続
き
、

本
年
度
事
業
と
し
て
羽
田
空
港

や
東
京
駅
に
お
い
て
匝
瑳
の
植

木
を
展
示
し
、
国
内
外
に
向
け

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
〝
日
本
一
の
植
木
の
ま
ち
〞

か
ら
〝
世
界
一
の
植
木
タ
ウ

ン
〞
へ
と
、
大
い
な
る
飛
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
海
外
進
出
と
い
え
ば
、

匝
瑳
市
・
旭
市
・
銚
子
市
で
構

成
す
る
東
総
地
区
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
事
業
で
あ
り
ま

す
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
が
今

年
も
７
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
、

本
市
３
校
か
ら
６
人
の
生
徒
が

英
語
研
修
と
文
化
交
流
を
図
る

た
め
参
加
し
ま
す
。

　

頑
張
れ
匝
瑳
!!
世
界
に
羽
ば

た
け
!!

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
代
表
格
で
、
共

に
「
匝
瑳
の
逸
品
」
で
も

あ
る
「
匝
瑳
の
舞
」（
本
市

産
米
）
と
「
匝
瑳
の
植
木
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
に
か
け
、
海
外
進
出

に
向
け
て
力
強
く
輸
出
促
進
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
そ
う
さ
の
米
研
究
会
」
で
は
、

販
売
や
消
費
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
厚
い
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
る
船
橋
市
の
「（
有
）

ま
き
の
」
と
連
携
し
、
３
人
の

会
員
が
イ
タ
リ
ア
半
島
中
東
部

の
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
で
開
催

さ
れ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
ま
つ
り
」
に

参
加
し
、
晩
餐さ

ん

会
で
日
本
食
を

Ｐ
Ｒ
す
る
際
に
「
匝
瑳
の
舞
」
を

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
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６
月
号
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
た

「
水
戸
諸
生
派
藩
士
を
慰
霊　

中

台
の
脱
走
塚
で
」
を
詳
し
く
紹
介

し
ま
す
。

　

１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
水
戸

藩
諸
生
派
市
川
勢
は
、
幕
府
軍
と

と
も
に
東
北
・
北
陸
地
方
を
転
戦

し
水
戸
に
戻
っ
た
後
、
10
月
６
日

（
新
暦
で
は
11
月
19
日
）、
八
日
市

場
、
中
台
村
で
追
討
す
る
天
狗
派

と
戦
い
ま
し
た
。
諸
生
派
の
戦
死

者
25
人
を
埋
葬
し
た
の
が
「
脱
走

塚
」
で
、
終

し
ゅ
う
え
ん焉

の
地
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

記
録
に
見
ら
れ
る
最
初
の
法
要

は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
５

月
の
「
二
十
一
回
忌
法
要
」
で
し

た
。「
東
海
新
報
」に
は
、「
群
衆

の
者
へ
は
紅
白
の
も
ち
を
投
与
し
、

古
戦
場
も
非
常
の
に
ぎ
わ
い
」
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
は
、

匝
瑳
村
松
山
、
中
台
区
な
ど
の
人

た
ち
の
寄
付
に
よ
り
塚
の
中
央
に

石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
水
戸

藩
士
・
朝
比
奈
家
に
生
ま
れ
、
新

聞
記
者
と
し
て
活
躍
し
た

知ち

泉せ
ん

氏
が
、
前
年
４
月
に

兄
と
弟
の
３
人
で
初
め
て

戦
い
の
地
を
訪
れ
、
地
元

の
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
戦
い
の
様
子
な
ど
を
聞

き
、
碑
文
を
書
い
た
と
さ

れ
ま
す
。

　

知
泉
氏
は
「
ご
当
地
の

皆
様
へ
の
深
い
感
謝
の
気

持
ち
と
、
申
し
訳
な
い
と

い
う
複
雑
な
心
情
で
、
そ

の
場
を
容
易
に
立
ち
去
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
祭
は
、
１
９
６
６（
昭

和
41
）年
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
要
を
主
催
し
た
の
は

諸
生
派
の
子
孫
ら
で
つ
く
る
「
水

戸
藩
国
事
殉
難
者
恩
光
碑
保
存

会
」
で
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
秋
に
は
、
脱
走
塚

で
「
１
４
０
年
慰
霊
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
市
内

で
も
諸
生
派
関
係
の
調
査
が
再
開

さ
れ
、
今
泉
区
の
旧
長
泉
寺
境
内

墓
地
に
「
水
戸
浪
士
の
墓
」
が
建

て
ら
れ
、
今
回
剣
詩
舞
な
ど
が
奉

納
さ
れ
、
こ
こ
で
も
慰
霊
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

諸
生
派
市
川
勢
の
お
よ
そ

１
０
０
人
が
八
日
市
場
に
た
ど
り

着
き
、
30
人
ほ
ど
が
中
台
周
辺
で

戦
死
し
、
10
人
余
り
が
野
手
に
葬

ら
れ
、
60
人
近
く
が
各
地
に
散
り

逃
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
旭
市
新
町
に
「
八

日
市
場
・
松
山
の
戦
い
」
を
逃
れ

た
水
戸
藩
士
の
墓
が
あ
る
と
い
う

知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
年
後
に
は
、
１
８
６
８
年
の

戦
い
か
ら
１
５
０
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
で
き
る
限
り
、

調
査
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

慰
霊
法
要

中
台
を
歩
く

水
郷
の
あ
や
め
ゆ
さ
ぶ
る
さ
つ
ぱ
舟 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

た
ち
話
聞
き
耳
た
て
る
山
法
師 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

雑
草
の
わ
が
世
得
た
り
と
梅
雨
の
空 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

梅
雨
の
無
き
国
に
住
み
た
る
娘
へ
便
り 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

老
い
ま
じ
と
心
掛
け
つ
つ
更
衣　

 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

隠こ
も
り
ぬ沼

に
け
ぶ
る
雨
音
あ
や
め
ぐ
さ 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

ど
く
だ
み
の
十
字
を
切
つ
て
可
憐
な
り 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

子
ど
も
ら
の
声
に
ぎ
や
か
に
水
温
む 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

桜
山
今
年
の
母
は
途
中
ま
で 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

新
緑
や
僧
侶
の
学
舎
偲
び
つ
つ 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

栞
あ
る
ペ
ー
ジ
に
妻
の
心
み
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

笑
点
と
昭
和
を
覗
く
サ
ザ
エ
さ
ん 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

日
帰
り
の
ツ
ア
ー
に
脳
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

年
金
が
減
っ
て
も
嬉
し
い
振
込
み
日 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

嬉
し
さ
は
卒
寿
過
ぎ
て
も
病
な
し 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

花
嫁
の
父
悲
し
く
て
嬉
し
く
て 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

誕
生
日
長
生
き
し
て
ね
孫
の
声 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

金
婚
を
祝
っ
て
く
れ
た
孫
九
人 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

短
冊
へ
幸
せ
願
ふ
七
夕
日 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
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推
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諸生派の戦死者へ追悼の辞を述べる恩光碑保存会会長
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